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技術相談 

提供可能技術： 

・マイクロマグネティクスシミュレーションによる磁性材料の解析 

・第一原理計算ソフト WIEN2kを用いた電子状態の解析 

・遷移金属酸化物の磁性・伝導に関する理論的考察 

 

 

研究内容：  

近年の計算機の発達により、マイクロマグネティクスシミュレーションを用いて、今まで求めることが出来なかった磁性

体における磁化構造の諸問題を数値的に解くことが出来るようになった。磁化構造の諸問題として HDD の磁気ヘッド

の微細化や安定性の向上、面記憶密度の増加などが挙げられる。 

 大澤研究室では、次世代の磁気メモリとして期待されているレーストラックメモリに注目し、研究を進めている。レース

トラックメモリとは、スピン流を利用した磁気デバイスであり、磁性細線にビットを表現する磁壁を並べ、スピン流でそれ

らの列をスライドさせて、読取部で磁化状態を読み取る磁気メモリである（図１）。現在のメモリに比べ大容量化が期待

でき、実用化に向けて研究開発が続けられている。図２は、磁壁の替わりにスキルミオンと呼ばれる磁気構造を情報担

体として用いて、スピン流によりスキルミオンをスライドさせたときの時間発展の様子である。スキルミオンがスピン流に

より、等速度で移動していることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1．レーストラックメモリの模式図            図２．磁性細線中を移動するスキルミオンの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

 0t s=

 3t ns=

 6t ns=

 9t ns=

 12t ns=

 15t ns=

 0x nm=  200 nm 100 nm

読み取り 書き込み

スピン流 

データ 
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工
学
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